
 
 

２月１６日と３月１日の土曜日、環境情報センターで「食と環境講座」を

開催し、３３人が受講しました。 
第１回 ２月１６日（土） 

講義｢環境未来予測と食糧問題＆日常生活｣ 

第２回 ３月１日（土） 

講話「輸送にかかるエネルギーについて」「我が家の省エネ対策（Ａ重油）」、 
グループワーク「エネルギー負荷の少ない食生活を考えよう」 

 

都道府県名 個数 都道府県名 個数

北海道 2 静岡県 7 

宮城県 1 愛知県 25 

福島県 9 和歌山県 9 

茨城県 14 愛媛県 2 

栃木県 11 高知県 2 

群馬県 6 福岡県 11 

埼玉県 4 佐賀県 8 

千葉県 9 長崎県 10 

神奈川県 7 熊本県 28 

長野県 3 宮崎県 10 

最後に話し合ったことを発表

しました。 

話し合いの時も内田

さんのお話は貴重な

ヒントとなりました。

話し合いでは「地元でとれたものを食べ

よう」「季節に沿った生き方をしよう」「賢

い消費者になろう」などなどいろいろな

意見が出ていました。今回の講座をキッ

カケに『旬な生活』をめざしてもらえた

らうれしいです。 
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第 1回 

｢環境未来予測と食糧問題＆日常生活｣ 

食にかかわる最近の問題や、温暖化問題などから始まり、世界各国の

エネルギー使用量や食品１kg のものを１km 運ぶときに発生する

CO2 の量（フードマイレージ）の話など、「食と環境」に関わるさま

ざまな話を聞きました。最後に「これからは消費電力の少ない機器を

『買うエコ』、ごみになるものを『買わないエコ』を実践していきまし

ょう」と呼びかけられました。 

第２回 

｢輸送にかかるエネルギーについて｣ 

生産地調べからトマトが日本の各地から運ばれ

てくることがわかりました。生産地から食卓に並

ぶまでの輸送にかかる CO2 排出量などの話を

聞きました。 

｢我が家の省エネ 
対策（Ａ重油）｣ 

実際に市内でト 

マトをハウス栽培している内田善知鳥

さんに、生産にかかるエネルギーにつ

いてや、そのコスト削減のための工夫

や苦労、トマト生産に対するこだわり

などの話を聞きました。 

「エネルギー負荷の少ない食生活を考えよう」 
食生活と環境について聞いてき

た話をふまえて『どうすれば地

球にやさしい生活ができるか』

を話し合いました。 
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お話の終了後、第２回にむけて参加者のみな

さんに「次回までにスーパーなどで売ってい

る『生鮮トマト』の生産地を調べてきてくだ

さい」というお願いをしました。その結果は

この表のとおり。 


